
 

令和２年度 第２回岐阜市立図書館協議会 議事概要 

 

開催日時：令和３年２月１９日（金）午前１０時００分～１１時３０分 

開催場所：みんなの森 ぎふメディアコスモス 第一会議室 

出 席 者：＜会場＞ 

アンドリュー・デュアー委員（会長）、石田晴美委員、蒲勇介委員、 

中村正信委員、堀井美紀委員 

＜オンライン＞ 

天野治子委員、内沼晋太郎委員、久津輪雅委員、高橋綾子委員、 

武山康弘委員、中井孝幸委員、林恵哲委員、前田利之委員、山田智直委員、 

米原木ノ実委員 

（事務局） 吉成総合プロデューサー、川合館長、野々山係長、土谷係長、梅村係長、 

中村係長、白崎係長、見廣副主査、野村主任 

傍 聴 者：なし 

 

議事概要： 

■報告や事務局提案に対する委員からの意見 

１ 第３次岐阜市子どもの読書活動推進計画の策定について 

・事前のアンケート調査を昨年１２月から該当の小学校・中学校のほか、小学校図書

館教諭や幼稚園・保育所・保育園の先生にも実施。 

・今回は調査にタブレットを使用せず、紙で実施。 

・５月頃までに集計、分析を行う。 

・検討部会委員は、久津輪雅委員、林恵哲委員、米原木ノ実委員、デュアー委員（会

長）の４名とする。 

２ 電子図書館サービスの導入について 

・郷土資料を電子図書館資料として公開することには大きな意義がある。 

・電子書籍には読み上げ機能による功罪があることなどを踏まえ、図書館として主体

的にコンテンツを選ぶことが重要。 

・電子書籍により学校の授業も変わる。学校連携室のあり方も変わるのではないか。 

３ ２０２０年度事業実績について 

・イベントのオンライン参加により、以前よりも参加対象が広がった。 

・メディコスのまちライブラリーは一定の成果がある。司書の展示に動画を活用する

など付加価値を上げることにより、課題の解決やシビックプライドにもつながる。 

・コロナ禍での入館者数、貸出冊数の変化は。 

→来館者数は昨年度の同月比６割程度。貸出利用者数と貸出冊数は８０％半ばから

後半まで戻っている。（事務局） 

・在住外国人向けのサービスについて、先進事例を研究してほしい。 
 


